
　

ウ
ン
カ
類
は
毎
年
、
梅
雨
期

に
海
外
か
ら
飛
来
し
て
水
田
で

増
殖
す
る
。
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
と

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
飛
来
時
期

や
飛
来
量
は
梅
雨
期
の
気
象
条

件
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
年
次

変
動
は
大
き
い
も
の
の
、
西
日

本
や
九
州
で
は
恒
常
的
に
飛
来

量
が
多
い
。
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

に
つ
い
て
も
、
従
来
は
海
外
飛

来
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、

近
年
、
中
国
大
陸
東
部
か
ら
九

州
な
ど
に
飛
来
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
八
年
は
全
体
的
に
ウ

ン
カ
類
の
飛
来
量
は
少
な
か
っ

た
が
、
こ
の
理
由
と
し
て
、
飛

来
源
に
お
け
る
ウ
ン
カ
類
の
発

生
量
が
低
下
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
梅
雨
時
期
に
ウ
ン
カ

類
が
飛
来
す
る
よ
う
な
気
象
条

件
（
前
線
に
沿
っ
て
南
か
ら
暖

か
く
湿
っ
た
空
気
が
入
り
込
む

よ
う
な
条
件
）
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
二
〇
一
九
年
も
こ

れ
ら
の
ウ
ン
カ
類
の
飛
来
に
は

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
は
イ
ネ

縞
葉
枯
病
を
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

は
イ
ネ
南
方
黒
す
じ
萎

縮
病
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
搬

し
て
イ
ネ
に
被
害
を
も

た
ら
す
。
イ
ネ
縞
葉
枯

病
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
関
東
地
域
や
中
国

地
方
の
一
部
で
ウ
イ
ル

ス
保
毒
虫
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
箱

抵
抗
性
が
発
達
し
て
い
る
。
一

方
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
で
は
Ｂ
剤

に
対
す
る
抵
抗
性
が
発
達
し
て

い
る
。
ま
た
、
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン

カ
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ

て
抵
抗
性
の
発
達
し
て
い
る

薬
剤
が
異
な
っ
て
お
り
、
関
東

以
南
で
は
Ｂ
剤
に
対
す
る
抵
抗

性
が
発
達
し
て
い
る
地
域
が

多
く
、
九
州
で
は
こ
れ
に
加
え

て
Ａ
剤
に
対
す
る
抵
抗
性
も

み
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
の
指
導
機
関

な
ど
の
発
生
予
察
情
報
を
参
考

に
、
防
除
対
象
の
種
に
効
果
の

高
い
薬
剤
を
選
ぶ
必
要
が
あ

る
。
ウ
ン
カ
類
３
種
に
高
い
効

果
を
示
す
新
規
殺
虫
成
分
ピ
ラ

キ
サ
ル
ト
（
一
般
名
・
ト
リ
フ

ル
メ
ゾ
ピ
リ
ム
）
を
含
む
箱
施

用
剤
が
昨
年
秋
に
農
薬
登
録
さ

れ
、
本
年
の
田
植
え
時
期
に
合

わ
せ
て
各
社
か
ら
殺
菌
剤
と
の

混
合
剤
と
し
て
市
販
さ
れ
る
。

ウ
ン
カ
類
が
多
発
す
る
地
域
で

は
、
こ
れ
ら
の
新
規
箱
施
用
剤

が
効
果
的
で
あ
る
。

　

ウ
ン
カ
類
の
飛
来
時
期
や
飛

来
量
に
よ
っ
て
は
、
箱
施
用
剤

だ
け
で
水
稲
後
期
ま
で
の
増
殖

を
抑
え
き
れ
な
い
場
合
が
あ

り
、
発
生
予
察
情
報
を
参
考

に
、
必
要
に
応
じ
て
中
・
後
期

の
本
田
追
加
防
除
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

病害虫の状況に合わせ効果的に箱施用剤を選択しよう
箱
施
用
剤
を
上
手
に
活
用
し
た

病
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

発
生
予
察
情
報

参
考
に
効
果
の

高
い
薬
剤
選
ぶ

病害虫が恒常的に発生、
ウンカ類が毎年多飛来など

　

箱
施
用
剤
は
、
移
植
時
の
処
理
で
長
期
の
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
に
加
え
て
、
病
害
と
虫
害
の
同
時
防
除
が
可
能
、
省
力
的
、

空
中
へ
の
飛
散
が
な
い
な
ど
の
利
点
か
ら
、
わ
が
国
の
水
稲
栽
培
の

重
要
な
防
除
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
ウ
ン
カ
類
な
ど

の
海
外
飛
来
性
害
虫
に
つ
い
て
二
〇
一
九
年
の
箱
施
用
剤
に
よ
る

病
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。
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が
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要
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施
用
剤
が
有
効
で
あ
る
。
イ
ネ

南
方
黒
す
じ
萎
縮
病
に
つ
い
て

は
、
こ
の
と
こ
ろ
発
生
は
少
な

い
も
の
の
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
が

多
飛
来
し
た
場
合
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
ウ
ン
カ

類
は
、
現
在
、
種
ご
と
に
一
部

の
箱
施
用
剤
に
対
し
て
感
受
性

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
で
は
Ａ
剤
に
対
す
る 図 九州におけるトビイロウンカ・セジロウンカ（上）と

 ヒメトビウンカ・イネ縞葉枯病（下）の発生面積率
 の年次変動（ＪＰＰ－ＮＥＴのデータから作図）
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成
　
　
分

ピ
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キ
サ
ル
ト
含
む
箱
施
用
剤

トビイロウンカによる坪枯れ

イネ縞葉枯病の症状

株もとに群がるトビイロウンカの幼虫

セジロウンカが媒介する
イネ南方黒すじ萎縮病の病徴（中央の株）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
（
右
）
と

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
左
）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
の

多
飛
来
に
警
戒
を
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